
地
震
速
報
■
ラ
ブ
ル
２０
件

０７
年
１０
月
の
緊
急
地
震

速
報
開
始
以
来
、
速
報
を

受
信
す
る
端
末
の
機
能
面

な
ど
に
関
連
す
る
想
定
外

の
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
と

も
２０
件
以
上
起
き
て
い
る

こ
と
が
、
気
象
庁
の
ま
と

め
で
分
か

っ
た
。
福
岡
市

交
通
局
で
昨
年
１２
月
、
訓

練
用
速
報
を
本
物
と
勧
違

い
し
て
地
下
鉄
を
止
め
る

ト
ラ
ブ
ル
が
あ

っ
た
こ
と

を
受
け
て
調
査
し
、
判
明

し
た
０
同
庁
地
震
火
山
部

管
理
謀
は

「把
握
で
き
て

い
な
い
だ
け
で
、
ほ
か
に

も
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

る
可
能
性
が
高
い
」
と
し
、

端
末
の
機
能
な
ど
を
定
め

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

に
乗
り
出
し
た
。

緊
急
地
震
速
報
に
は
、

最
大
予
測
震
度
５
弱
以
上

の
場
合
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
防
焚
行
政
無
線
な
ど

で
伝
え
ら
れ
る

「
警
報
」

と
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
３

・
５
以
上
ま
た
は
最
大
予

測
窪
度
８
以
上
の
場
合
に

発
表
さ
れ
る

「予
報
」
が

あ
る
。
同
庁
が
今
回
ま
と

め
た
の
は
、
予
報
を
巡
る

ト
ラ
ブ
ル
。

予
報
の
受
信
に
は
専
用

の
受
信
端
末
が
必
要
で
、

集
害
施
設
や
鉄
道
事
業
者

な
ど
が
設
置
し
て
い
る
。

福
岡
市
交
通
局
の
場
合
、

利
用
し
て
い
た
端
末
が
謝

練
報
と
本
物
を
区
別
で
き

な
い
低
機
能
だ

っ
た
こ
と

な
ど
が
原
因
だ

っ
た
。
一さ

ら
に
▽
配
信
事
業
者
が
撤

退
し
受
信
端
末
が
利
用
で

き
な
か

っ
た
（
０９
年
３
月
）

▽
配
信
事
業
者
が
利
用
者

を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
誤

報
を
連
絡
で
き
な
か

っ
た

（０９
年
８
月
）―
―
な
ど
、

予
報
を
配
信
す
る
事
業
者

（主
に
企
業
）
に
関
す
る

ト
ラ
プ
ル
も
あ

っ
た
。

同
管
理
課
は

「端
末
の

機
能
な
ど
に
つ
い
て
何
も

定
め
て
い
な
い
こ
と
が
原

因
」
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
す
る
方
針

で
（
有
識
者
に
よ
る
検
討

会
を
開
い
て
い
る
。
検
討

会
で
は

「端
末
の
レ
ベ
ル

表
示
を
義
務
化
す
る
な

ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

一

定
の
効
力
を
持
た
せ
な
い

と
意
味
が
な
い
」

摘
が
出
て
い
る
。

【飯
田
和
樹
】

こ
と
が
分
か

っ
た
。
今
月

２
日
の
仙
波
氏
就
任
後
、

県
職
員
に
口
頭
で
伝
え
ら

れ
た
と
い
う
。

県
幹
部
ら
に
よ
る
と
、

竹
原
市
長
が
議
長
に
よ
る

議
会
招
集
請
求
に
応
じ
な

い
地
方
自

治
法
違
反
の

中
、
専
決
処
分
し
た
仙
波

「法
的
に
無

い
」
と
判

「副
市
長
扱
い
は
し

職
員
も
名
刺
を
渡
さ
な
い

１
１
な
宅

県
幹
部
は
「混

乱
し
な
い
よ
う
意
思
統

一

し
た
だ
け
」
と
し
て
い
る
。

【福
岡
静
哉
、
馬
場
茂
】

■
自
主
警
備
な
ど
対
策
要
請

中
菓
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で

７
月
、
航
行
中
だ

っ
た
商
船

三
井
の
大
型
原
油
タ
ン
カ
ー

が
損
傷
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
国
土
交
通
省
は
２０
日
、

日
本
船
主
協
会
と
日
本
外
航

害
船
協
会
に
、
同
海
峡
を
航

行
す
る
船
は
自
主
警
備
の
対

策
を
講
じ
る
よ
う
注
意
喚
起

の
文
書
を
出
し
た
。
文
書
は

「事
故
原
因
は
調
査
中
で
あ

る
」
と
し
た
上
で
、
「特
に
夜

間
に
航
行
時
に
お
け
る
小
型

船
舶
の
行
動
に
は
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
」と
し
て
い
る
。

国
交
省
に
よ
る
と
、
残
さ

れ
た
レ
ー
ダ
ー
画
像
か
ら
、

損
傷
当
時
に
付
近
を
小
型
船

が
航
行
し
て
い
た
こ
と
が
分

か

っ
て
い
る
。

8月21日

に
わ
た

っ
て
形
成
さ
れ
た

こ
と
が
、
米
ワ
ッ
ズ
ホ
ー

ル
海
洋
学
研
究
所
の
調
査

で
分
か

っ
た
。
米
科
学
誌

サ
イ
エ
ン
ス

（電
子
版
）

で
発
表
し
た
ｏ

深
海
や
海
底
の
生
態
系

に
長
期
間
に
わ
た

っ
て
悪

影
書
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る

こ
と
を
示
す
内
容
。
米
政

分
析
装
置
を
使

づ
て
事
故

現
場
周
辺
の
海
水

を
調

査
。
こ
の
結
果
、
原
油
の
成

分
で
あ
る
炭
化
水
素
を
含

む
プ
ル
ー
ム
が
水
深
１
１

０
０
肝
付
近
を
西
南
西
に

向
か

っ
て
３５
ざ
以
上
も
延

び
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
プ
ル
ー
ム
は
厚
さ
２

０
０
肝
、
幅
２
ま
に
達
し

Ｆ
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月

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
の

竹
原
信

一
市
長
が
専
決
処

分
で
副
市
長
に
選
任
し
た

仙
波
敏
郎
氏
（６‐
）
に
つ
い

て
、
同
県
が

「地
方
自
治

法
上
ぉ
副
市
長
と
は
認
め

ら
れ
ず
（

一
般
職
員
と
し

て
対
応
す
る
」
と
の
方
針

を
庁
内
に
指
示
し
て
い
た

ポ
田
―
エ
ャ
国
際

絵
本
原
画
展
開
幕

大
谷
記
念
実
術
館

絵
本
作
家
の
登
竜
円
と

「２
０
１

０
イ
タ
リ
ア

・
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
国
際
絵
本
原
画
展
六
毎

日
新
聞
社
な
ど
主
催
）
が

２‐
日
、
兵
庫
県
西
宮
市
中

浜
町
の
同
市
大
谷
記
念
美

術
館
で
始
ま

っ
た
＝
写
真

・
馬
場
理
沙
撮
影
。
９
月

２６
日
ま
で
。

イ
タ
リ
ア
北
部
の
苗
都

ボ

ロ
ー

ニ
ャ
で
開
か
れ

る
、
世
界
唯

一
の
児
童
書

専
門
の
国
際
見
本
市
に
併

設
さ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
選
作
品
を
集
め
た
。
７８

年
か
ら
同
館
で
毎
年
続
い

て
い
る
展
覧
会
で
、
世
界

の
絵
本
の
動
向
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
一
今
年
は
５８

カ
国
２
４
５
４
人
が
応
募

し
、
日
本
人
１３
人
を
含
む

２０
ヵ
国
８７
人
が
選
ば
れ

た
。入

館
は
年
前
１０
時
～
年

後
４
時
半

（金
曜
の
み
年

後
６ヽ
時
半
ま
で
）
。水
握
休

館
。
一
般
８
０
０
円
、
高
大

生
６
０
０
門
、
小
中
生
４

０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は

間
館

（０
，
９
８

，
３３
一

〇
１
６
４
）
。
【大
沢
瑞
季
】

一
一
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答えは7面

協

議

抑
義

報

機

報

盤

盟
２。２
龍
２６３
舞

耗
寵

筆

滋
賀
　
札
幌

黄
〓承
名
古
屋

福
岡
　
沖
縄

同
円
‐‐‐
冊
巴

ら
９ ①
諺
ｍ
∝
姉
誇
錬
券
祉
庁
和
紳

れ
ま
す
。
②
タ
テ
列
（９
列
あ
り
ま
す
Ｘ
ョ
コ
列

（
９
列
あ
り
ま
す
ヽ

太
線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３

の
プ
ロ
ッ
ク

（
そ
れ
ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
プ
ロ
ッ

ク
が
九
つ
あ
り
ま
す
）
の
ど
れ
に
も
１
か
ら
９

ま
で
の
数
字
が
１
個
ず
つ
入
り
ま
す
。

※
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
を
重
複
し

な
い
よ
う
に
マ
ス
に
入
れ
ま
す
。
ナ
ナ

メ
は
気
に
し
な
く
て
も
よ
い
で
す
よ
。

毎日数独鑓田畿翠鯛

鑓
ン
覇
鞘

自
転
車
の
８
歳

は
ね
ら
れ
死
亡

奈
良
の
交
差
点

２０
日
午
後

９
時
半
ご

ろ
、
奈
良
県
橿
原
市
的
川

町
の
市
道
交
差
点
で
、
自

転
事
に
乗

っ
て
い
た
近
く

の
私
立
小
学
校
３
年
生
、

渡
海
知
己
さ
ん
（８
）
が
、

同
県
大
和
高
田
市
東
三
倉

堂
町
、
運
転
手
、
丹
生
増
文

意
し
た
。
同
社
な
ど
に
よ

と
、
超
過
し
た
の
は
、
国

省
か
ら
耐
空
性
改
善
通

（Ｔ
Ｃ
Ｄ
）
で
指
示
さ
れ

点
検
。
腐
全
防
止
の
た
め

垂
直
尾
裏
の
点
検
れ
を

け
、
内
部
を
見
た
り
、
外

を
目
視
点
検
し
た
り
す
る

製
造
か
ら
６
年
ご
と
の
点

指
示
が
出
て
い
た
。

十．
番
組
で
誤
つ
た
情
報

Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
訂
正
し
謝
罪

Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
２０
日
、
１３
日
，

送
分
の

「が
っ
あ
リ
ア
カ
一
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